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 平
成
27
年
成
人
式
が
1月
4日
、
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
を
迎
え
る
伊
江
中
学
校
卒
62
期
生
74
人
と
一
般

対
象
者
1人
を
対
象
に
、
村
内
外
か
ら
66
人
が
参
加
し
、
新
成
人
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
振
袖
や
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
旧
友
と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
、
会
話
を
交
わ
し
な
が
ら
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
楽
し
む
様
子
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
保
護
者
を
始
め
小
学
校
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
も
か
け
つ
け
、
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。
式
の
司
会
進
行
は
新
成
人

の
岸
本
翔
さ
ん
と
前
田
美
也
さ
ん
が
行
い
、
元
気
と
笑
い
あ
ふ
れ
る
司
会
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
式
と
な
り
ま
し
た
。
島
袋
秀
幸
村
長
は
「
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝
を
常
に
心
に
持
ち
、
日
本
・
世
界
へ
飛
躍
す
る
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
と
し
て
何
事
に
も
挑
戦
し
、
明
日
を
切

り
拓
き
社
会
に
貢
献
で
き
る
社
会
人
に
な
る
よ
う
、
尚
一
層
の
努
力
と
研
鑚
を
期
待
い
た
し
ま
す
。」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
新
成
人
を
代
表

し
て
玉
城
春
奈
さ
ん
は
「
志
を
高
く
持
ち
立
派
な
社
会
人
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
か
ら
頂
戴
し
た
お
言
葉
を
心
に
刻
み
、
今
日
の
こ
の
日
の
気

持
ち
を
一
生
忘
れ
ず
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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催
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迎
え
る
伊
江
中
学
校
卒
62
期
生
74
人
と
一
般

対
象
者
1人
を
対
象
に
、
村
内
外
か
ら
66
人
が
参
加
し
、
新
成
人
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
振
袖
や
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
な

ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
は
、
旧
友
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も
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け
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と
前
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ア
ッ
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ホ
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ム
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と
な
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●貸与生の資格

●奨学金の貸与額等

①　伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者又は　　
　　　本籍を有する者の子。

②　学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又は　　
　　　これに相当すると認められる学校に在学中の者。

③　学業・人物ともに優秀と認められる者。　　　　　　　　　　　　　　
　　　（学業成績の評価が中以上の者）

④　経済的理由により学資の支弁が困難な者。

●申請受付期間及び受付場所

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。

利息は無利息です。

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
す
が
す

が
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
、
村
長
就
任
か
ら
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
、
平
素
か
ら
村
民
皆
様
の
村
政
運

営
に
対
す
る
格
別
な
る
ご
協
力
・
ご
支
援
に
改
め
て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
元
旦
、
島
の
守
り
神
「
城
山
御
嶽
（
グ
ス
ィ
ク
ウ
タ
キ
）
」
に
お
い
て
航
海

安
全
を
願
う
船
魂
の
祈
り
と
今
年
一
年
の
村
民
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
豊
年
満
作
、
あ

わ
せ
て
本
村
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　新
し
い
年
の
始
ま
り
に
顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
何
と
い
っ
て
も
「
選
挙
の
年
」「
選
択
の
年
」

で
あ
り
ま
し
た
。
県
内
の
統
一
地
方
選
挙
に
伴
う
本
村
の
議
会
議
員
選
挙
、
農
業
委
員
選
挙
は

と
も
に
無
投
票
当
選
で
あ
り
ま
し
た
。
十
一
月
の
県
知
事
選
挙
、
師
走
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
解
散

に
よ
る
衆
議
院
議
員
選
挙（
小
選
挙
区
）で
は
、
辺
野
古
移
設
反
対
の
候
補
が
当
選
し
県
民
の
民
意

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
国
政
に
お
い
て
は
、
与
党
自
公
政
権
が
圧
勝
し
安
定
多
数
の
も
と

第
三
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
引
き
続
き
政
権
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
デ
フ
レ
脱
却
を
目

指
す
経
済
対
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
成
功
・
効
果
に
よ
り
そ
の
恩
恵
が
地
方
に
お
い
て
も
実
感

で
き
る
景
気
回
復
を
強
く
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
自
然
災
害
の
猛
威
を
実
感
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
広
島
の
豪
雨
災
害
、
御

嶽
山
の
噴
火
、
頻
発
す
る
地
震
な
ど
は
、
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
適
切
・
迅
速
な
対
応
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、
今
年
は
戦
後
七
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
あ
の
悲
惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
七
十
年
の
年
月
が
流
れ
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
今
日
の
伊
江
村
の
繁
栄
の
礎
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
人
達
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
基
盤
の
上
に
未
来
に
向
け
本
村
の
更

な
る
飛
躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
村
に
は
、
戦
後
七
十
年
を
経

て
も
、
機
能
や
形
態
を
変
え
な
が
ら
米
軍
基
地
が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
フ

ェ
ン
ス
外
へ
の
落
下
事
故
等
が
相
次
ぎ
村
民
に
不
安
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
基

地
の
安
全
運
用
の
徹
底
と
事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
を
強
く
求
め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
村
民

の
安
寧
と
平
穏
な
生
活
の
確
保
を
最
優
先
に
基
地
問
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
は
、
南
米
視
察
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
、ブ
ラ
ジ
ル
・
ボ
リ
ビ
ア
を
訪
ね
、
伊
江
島
か
ら

移
住
さ
れ
た
一
世
・
二
世
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
移
民
か
ら
長
い
間
、
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
・
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
遥

か
異
郷
の
地
に
お
い
て
、
幾
多
の
苦
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
今
日
の
生
活
と
地
位
を
築
い
た
シ
マ

ン
チ
ュ
の
気
概
と
努
力
に
感
激
と
敬
服
の
念
を
表
す
る
と
と
も
に
「
絆
」「
ル
ー
ツ
」
「
文
化
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
垣
間
見
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
後
の
第
六
回
「
世
界
の
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
大
会
」
に
南
米
移
民
の
皆
様
を
は
じ
め
北
米
な
ど
世
界
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
を

お
招
き
し
、
多
く
の
村
民
が
歓
迎
・
交
流
の
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　現
在
、
村
で
は
「
伊
江
小
学
校
・
伊
江
幼
稚
園
の
改
築
工
事
」
を
は
じ
め
、「
ユ
ビ
キ
タ

ス
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
」「
救
急
患
者
搬
送
船
整
備
事
業
」
等
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
村
民
の
教
育
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
一
括
交
付
金
）
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
、
漁
業
、
畜

産
、
観
光
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災
、
交
通
な
ど
の
各
分
野
で
本
村
の
実
情
に
即
し
た

必
要
な
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化
の
振
興
、

快
適
で
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
形
成
を
さ
ら
に
推
進
い
た
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面

で
の
活
躍
で
は
、
伝
統
で
あ
る
国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会
の
九
連
覇
を
は
じ
め
、
三
学
校
児

童
生
徒
の
村
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
活
躍
、
書
道
展
や
合
唱
を
は
じ
め
と
す
る

学
習
・
文
化
面
で
の
活
躍
は
、
村
内
外
か
ら
大
き
な
賞
賛
と
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
子
供
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係

各
位
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
更
な
る
躍
進
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　戦
後
七
十
年
を
経
過
し
て
も
な
お
、
離
島
の
小
規
模
自
治
体
で
あ
る
本
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
村
政
各
般
に
わ
た
り
着
実
に
進
展
を
と
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
村
民
の
要
望
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
も
た
げ
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
、
迅
速
に
対
応
す
る
職
員
の
資
質
向
上
、
育
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
村
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
方
針
に
山
積
す
る
村
振
興
へ
の
諸
課
題

を
解
決
し
、
健
康
で
明
る
く
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

村
づ
く
り
」
に
邁
進
す
る
決
意
を
一
層
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
、
村
民
か
ら

託
さ
れ
た
村
政
の
重
責
を
肝
に
銘
じ
、
本
村
の
明
る
い
未
来
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
村
の

歩
み
を
礎
と
し
て
「
百
尺
竿
灯
さ
ら
に
前
へ
」
の
精
神
で
村
政
の
伸
長
発
展
に
職
員
と
共

に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　結
び
に
、
昔
か
ら
何
を
成
す
に
も
「
健
康
第
一
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
民
の
健

康
こ
そ
が
村
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
り
、
何
よ
り
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
村
民
皆
様

の
ご
健
康
ご
多
幸
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　平
成
二
十
七
年
一
月
一
日

伊
江
村
長

　島

　袋

　秀

　幸

　

　伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経済的な理由により高等
学校、大学、専門学校等への就学が困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就
学を奨励することを目的として、平成27年度奨学金貸与生を募集します。

期間：平成２７年２月１日～平成２７年３月３１日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

●貸与生の決定方法

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。　

（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

●その他

●申請に必要な書類（各１通）

貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証

明書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

●貸与資格

●準備金の貸与額

①　保護者が伊江村に住所を有していること

②　入学準備金の調達が困難であること　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（所得状況等の審査があります）

③　村県民税・国保税等に滞納がないこと

④　連帯保証人が２人いること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（村内に居住し、申請者と別生計の者で満７０歳以下の者）

●申請受付期間及び受付場所

下記の限度額内で、一括貸与いたします。

※高等学校には、高等専門学校を含みます。

※専修学校は、修業年限が２年以上の専門課程が対象です。

　伊江村人材育成会では、平成27年４月に高等学校・専修学校・短期大学・大学へ進学を予定している
生徒・学生の保護者で、入学納入金等の調達が困難な方を対象に、審査の上、入学準備金を無利息で貸
与いたします。推薦入学等で希望校が決まり次第、申請できますのでお早めに申請してください。

期間：平成２６年９月１日～平成２７年３月３１日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

●貸与金の償還方法

●その他

●申請に必要な書類（各１通）

貸与決定通知後に借用証書、保証人の印鑑登録証明

書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

入学する学校の修業期間内（卒業するまで）に

分割払いとする。

 区　　分 貸　与　額

 高等学校生 月額　４万円以内

 専修学校・短期大学生 月額　５万円以内

 大学・大学院生 月額　６万円以内

①

②

③

④

⑤　

⑥

奨学金貸与申請書

学業成績証明書

学校長の推薦書

戸籍謄本

世帯全員の所得証明書
及び資産証明書

直接教育委員会にて受け取って
ください

在学校・出身校の様式

役場 住民課・戸籍係

役場 住民課・税務係

在学校・出身校の様式
※既卒者は省略可

合格通知書の写し
又は在学証明書

 区　　分 貸　与　額

 高等学校 ３０万円以内

 専修学校・短期大学 ４０万円以内

 大　　学 ５０万円以内

①

②

③

④

入学準備金貸与申請書

家庭状況調書

戸籍謄本

※無収入の場合も提出してください。
※学生は提出不要

世帯全員の所得証明書

直接教育委員会にて受け取って
ください

直接教育委員会にて受け取って
ください

役場　住民課・住民係

役場　住民課・税務係

※無収入、無資産の場合も提出して
　　ください。
※学生は提出不要

入学準備金貸与者の募集について

〜
戦
後
七
十
年
先
達
の
築
い
た
礎
を
糧
に
更
な
る
飛
躍
を
〜

年
頭
の
あ
い
さ
つ

〜
戦
後
七
十
年
先
達
の
築
い
た
礎
を
糧
に
更
な
る
飛
躍
を
〜

年
頭
の
あ
い
さ
つ

平成２７年度奨学金貸与生の募集について平成２７年度奨学金貸与生の募集について

入学準備金貸与者の募集について

平成２７年度奨学金貸与生の募集について

入学準備金貸与者の募集について
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●貸与生の資格

●奨学金の貸与額等

①　伊江村に居住（一時的な居住は除く）している者又は　　
　　　本籍を有する者の子。

②　学校教育法に定める高等学校、大学及び大学院又は　　
　　　これに相当すると認められる学校に在学中の者。

③　学業・人物ともに優秀と認められる者。　　　　　　　　　　　　　　
　　　（学業成績の評価が中以上の者）

④　経済的理由により学資の支弁が困難な者。

●申請受付期間及び受付場所

下記の限度額内で、卒業するまでの期間貸与します。

利息は無利息です。

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
す
が
す

が
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
事
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　お
か
げ
さ
ま
で
、
村
長
就
任
か
ら
二
度
目
の
新
年
を
迎
え
、
平
素
か
ら
村
民
皆
様
の
村
政
運

営
に
対
す
る
格
別
な
る
ご
協
力
・
ご
支
援
に
改
め
て
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
元
旦
、
島
の
守
り
神
「
城
山
御
嶽
（
グ
ス
ィ
ク
ウ
タ
キ
）
」
に
お
い
て
航
海

安
全
を
願
う
船
魂
の
祈
り
と
今
年
一
年
の
村
民
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
豊
年
満
作
、
あ

わ
せ
て
本
村
の
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　新
し
い
年
の
始
ま
り
に
顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
何
と
い
っ
て
も
「
選
挙
の
年
」「
選
択
の
年
」

で
あ
り
ま
し
た
。
県
内
の
統
一
地
方
選
挙
に
伴
う
本
村
の
議
会
議
員
選
挙
、
農
業
委
員
選
挙
は

と
も
に
無
投
票
当
選
で
あ
り
ま
し
た
。
十
一
月
の
県
知
事
選
挙
、
師
走
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
解
散

に
よ
る
衆
議
院
議
員
選
挙（
小
選
挙
区
）で
は
、
辺
野
古
移
設
反
対
の
候
補
が
当
選
し
県
民
の
民
意

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
国
政
に
お
い
て
は
、
与
党
自
公
政
権
が
圧
勝
し
安
定
多
数
の
も
と

第
三
次
安
倍
内
閣
が
発
足
し
引
き
続
き
政
権
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
デ
フ
レ
脱
却
を
目

指
す
経
済
対
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
成
功
・
効
果
に
よ
り
そ
の
恩
恵
が
地
方
に
お
い
て
も
実
感

で
き
る
景
気
回
復
を
強
く
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　昨
年
は
、
自
然
災
害
の
猛
威
を
実
感
し
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
広
島
の
豪
雨
災
害
、
御

嶽
山
の
噴
火
、
頻
発
す
る
地
震
な
ど
は
、
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
適
切
・
迅
速
な
対
応
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　さ
て
、
今
年
は
戦
後
七
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
あ
の
悲
惨
を
極
め
た
戦
争
の
終
結

か
ら
七
十
年
の
年
月
が
流
れ
、
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
今
日
の
伊
江
村
の
繁
栄
の
礎
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
人
達
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
基
盤
の
上
に
未
来
に
向
け
本
村
の
更

な
る
飛
躍
へ
の
元
年
に
す
べ
く
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
本
村
に
は
、
戦
後
七
十
年
を
経

て
も
、
機
能
や
形
態
を
変
え
な
が
ら
米
軍
基
地
が
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
フ

ェ
ン
ス
外
へ
の
落
下
事
故
等
が
相
次
ぎ
村
民
に
不
安
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
基

地
の
安
全
運
用
の
徹
底
と
事
件
・
事
故
の
未
然
防
止
を
強
く
求
め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
村
民

の
安
寧
と
平
穏
な
生
活
の
確
保
を
最
優
先
に
基
地
問
題
に
対
処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　昨
年
は
、
南
米
視
察
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
、ブ
ラ
ジ
ル
・
ボ
リ
ビ
ア
を
訪
ね
、
伊
江
島
か
ら

移
住
さ
れ
た
一
世
・
二
世
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。
移
民
か
ら
長
い
間
、
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
・
イ
ー
ジ
マ
ン
チ
ュ
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
遥

か
異
郷
の
地
に
お
い
て
、
幾
多
の
苦
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
今
日
の
生
活
と
地
位
を
築
い
た
シ
マ

ン
チ
ュ
の
気
概
と
努
力
に
感
激
と
敬
服
の
念
を
表
す
る
と
と
も
に
「
絆
」「
ル
ー
ツ
」
「
文
化
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
垣
間
見
る
旅
と
な
り
ま
し
た
。
二
年
後
の
第
六
回
「
世
界
の
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
大
会
」
に
南
米
移
民
の
皆
様
を
は
じ
め
北
米
な
ど
世
界
各
地
か
ら
多
く
の
方
々
を

お
招
き
し
、
多
く
の
村
民
が
歓
迎
・
交
流
の
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　現
在
、
村
で
は
「
伊
江
小
学
校
・
伊
江
幼
稚
園
の
改
築
工
事
」
を
は
じ
め
、「
ユ
ビ
キ
タ

ス
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
」「
救
急
患
者
搬
送
船
整
備
事
業
」
等
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
順
調

に
進
ん
で
お
り
、
村
民
の
教
育
福
祉
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

沖
縄
振
興
特
別
推
進
交
付
金
（
一
括
交
付
金
）
に
お
き
ま
し
て
も
、
農
業
、
漁
業
、
畜

産
、
観
光
、
教
育
文
化
、
環
境
、
防
災
、
交
通
な
ど
の
各
分
野
で
本
村
の
実
情
に
即
し
た

必
要
な
事
業
を
実
施
し
、
村
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化
の
振
興
、

快
適
で
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
形
成
を
さ
ら
に
推
進
い
た
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
面

で
の
活
躍
で
は
、
伝
統
で
あ
る
国
頭
郡
陸
上
競
技
大
会
の
九
連
覇
を
は
じ
め
、
三
学
校
児

童
生
徒
の
村
内
外
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
活
躍
、
書
道
展
や
合
唱
を
は
じ
め
と
す
る

学
習
・
文
化
面
で
の
活
躍
は
、
村
内
外
か
ら
大
き
な
賞
賛
と
評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
子
供
た
ち
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
は
も
ち
ろ
ん
、
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
関
係

各
位
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
今
後
の
更
な
る
躍
進
を
願
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　戦
後
七
十
年
を
経
過
し
て
も
な
お
、
離
島
の
小
規
模
自
治
体
で
あ
る
本
村
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、
村
政
各
般
に
わ
た
り
着
実
に
進
展
を
と
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
村
民
の
要
望
等
を
反
映
で
き
る
よ
う
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
も
た
げ
、
村
民
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
、
迅
速
に
対
応
す
る
職
員
の
資
質
向
上
、
育
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
村
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
方
針
に
山
積
す
る
村
振
興
へ
の
諸
課
題

を
解
決
し
、
健
康
で
明
る
く
「
互
い
に
支
え
あ
い
豊
か
な
気
持
ち
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

村
づ
く
り
」
に
邁
進
す
る
決
意
を
一
層
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
、
村
民
か
ら

託
さ
れ
た
村
政
の
重
責
を
肝
に
銘
じ
、
本
村
の
明
る
い
未
来
へ
向
け
、
こ
れ
ま
で
の
村
の

歩
み
を
礎
と
し
て
「
百
尺
竿
灯
さ
ら
に
前
へ
」
の
精
神
で
村
政
の
伸
長
発
展
に
職
員
と
共

に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　結
び
に
、
昔
か
ら
何
を
成
す
に
も
「
健
康
第
一
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
民
の
健

康
こ
そ
が
村
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
り
、
何
よ
り
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
村
民
皆
様

の
ご
健
康
ご
多
幸
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　平
成
二
十
七
年
一
月
一
日

伊
江
村
長

　島

　袋

　秀

　幸

　

　伊江村人材育成会では、優れた学生及び生徒であって、経済的な理由により高等
学校、大学、専門学校等への就学が困難な者に対し学資の安定的な貸与を行い、就
学を奨励することを目的として、平成27年度奨学金貸与生を募集します。

期間：平成２７年２月１日～平成２７年３月３１日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

●貸与生の決定方法

伊江村人材育成会の理事会で選考し、決定します。　

（※決定通知は５月中旬ごろ予定）

●その他

●申請に必要な書類（各１通）

貸与決定通知後に誓約書、借用証書、保証人の印鑑登録証

明書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

最初の奨学金の交付は、６月中旬を予定しています。

●貸与資格

●準備金の貸与額

①　保護者が伊江村に住所を有していること

②　入学準備金の調達が困難であること　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（所得状況等の審査があります）

③　村県民税・国保税等に滞納がないこと

④　連帯保証人が２人いること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（村内に居住し、申請者と別生計の者で満７０歳以下の者）

●申請受付期間及び受付場所

下記の限度額内で、一括貸与いたします。

※高等学校には、高等専門学校を含みます。

※専修学校は、修業年限が２年以上の専門課程が対象です。

　伊江村人材育成会では、平成27年４月に高等学校・専修学校・短期大学・大学へ進学を予定している
生徒・学生の保護者で、入学納入金等の調達が困難な方を対象に、審査の上、入学準備金を無利息で貸
与いたします。推薦入学等で希望校が決まり次第、申請できますのでお早めに申請してください。

期間：平成２６年９月１日～平成２７年３月３１日
場所：伊江村教育委員会（４９－２３３４）

●貸与金の償還方法

●その他

●申請に必要な書類（各１通）

貸与決定通知後に借用証書、保証人の印鑑登録証明

書等の書類提出があり、その後に正式貸与となります。

入学する学校の修業期間内（卒業するまで）に

分割払いとする。

 区　　分 貸　与　額

 高等学校生 月額　４万円以内

 専修学校・短期大学生 月額　５万円以内

 大学・大学院生 月額　６万円以内

①

②

③

④

⑤　

⑥

奨学金貸与申請書

学業成績証明書

学校長の推薦書

戸籍謄本

世帯全員の所得証明書
及び資産証明書

直接教育委員会にて受け取って
ください

在学校・出身校の様式

役場 住民課・戸籍係

役場 住民課・税務係

在学校・出身校の様式
※既卒者は省略可

合格通知書の写し
又は在学証明書

 区　　分 貸　与　額

 高等学校 ３０万円以内

 専修学校・短期大学 ４０万円以内

 大　　学 ５０万円以内

①

②

③

④

入学準備金貸与申請書

家庭状況調書

戸籍謄本

※無収入の場合も提出してください。
※学生は提出不要

世帯全員の所得証明書
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伊江村に居住する
障がい者に対する
軽自動車税の減免申請
　本村では身体又は精神障がいを有する方や、介護する方が所有す
る軽自動車等のうち村長が必要と認める車両の１台に限り、軽自動車
税を減免することができます。また、その構造が専ら身体障碍者等の
利用に供するためのものである車両も減免の対象になります。
　右記の必要書類をご持参の上、役場１階住民課・税務係窓口にて
申請ください。
　また、現在、減免を受けている方で、車両を買い替えたり、減免を受
ける必要が無くなった場合の時は、お早めに窓口にて申告ください。

＊注意＊ 現在、普通自動車税の減免を受けている方は
重複して軽自動車税の減免は申請できません。

お問合せ：伊江村役場　住民課　税務係  電話：４９－２３１６

申請は、平成27年4月23日（木）までに！

廃車手続きには２つの方法があります

！課税されるともったいないですよ！！課税されるともったいないですよ！

廃車手続きはお済みですか？廃車手続きはお済みですか？廃車手続きはお済みですか？廃車手続きはお済みですか？
 心当たりがない、以前廃車にしたはずの軽自動車等の「納税通知書」がお手元に届い
ていた場合は、わからないからと放っておくと翌年も税金が課されます。早めにご連絡
ください。

もう乗れないから…
　　スクラップ！

また乗るかも…

一時
抹消登録

● 必要なもの

● 費用

印鑑・車検証・
ナンバープレート

①車検証
②所持する障害者手帳
　（身体・療育・精神）
③運転免許証
④印鑑
⑤生計同一証明書

沖縄ナンバーのバイク
（251cc以上）も適用

車両名義の登録確認等も
こちらへお気軽にどうぞ !

伊江村役場 住民課 税務係
電話：４９－２３１６

伊江村

あ　□□□
伊江村ナンバーは
役場で廃車できます

申請に必要なもの

費用なし
村内の
自動車整備工場へ
依頼できます

4,000円～
※状況により変わります

※本人以外の方が申請する際に
　確認させていただきます。

永久
抹消登録

　平成26年度沖縄振興特別推進
交付金事業（一括交付金事業）に
おいて、リリーフィールド公園内
のゆり展示棟を整備しました。
今年は第20回記念伊江島ゆり祭
りを４月18日に開催します。完成
した展示棟には75品種の色鮮や
かな世界のゆりが彩る予定です。
　また、同事業で村内観光地の
トイレ改修（和式→洋式）工事を
行っております。利用者の皆様
にはしばらくの間、ご迷惑をお
掛けしますが、ご理解とご協力
をお願いします。

　はにくすにターミナル棟南側通路に
たばこの吸い殻などが「ポイ捨て」され
ています。
　ゴルフ場などにおいても同様に見受け
られ、たばこを吸う方のマナーが問題視
されています。一人一人の意識を大切に、
美ら島づくりへご理解とご協力を・・・。
　また、沿道などにゴミがありましたら
率先して拾いましょう。

　昔ながらの茅葺屋を復元しようと2006年に西江上区赤嶺池跡
地に建てた茅葺屋の屋根葺き替え作業を区民で行いました。12
月14日に材料となるススキ（方言名グシチ）を刈り取り、23日～
25日にかけて葺き替え作業を行い４年ぶりに衣替えをしまし
た。建設時の総監督、山城金康さん（81）を始め83歳～26歳ま
での延べ100名が参加し工法や作業時の声の掛け合いなどを伝
授しながら仕上げました。イージマグチ調査を実施していた生
塩睦子先生（当時広島経済大学教授）が山城さんら区民の方々
と方言の聞き取り調査をしたのが復元のきっかけです。今では
当時の暮らしを伝える貴重な建物です。作業に参加した区民は
「数年に一度の作業。世代間を超えて共に作業が出来ることも
良いこと。」と当時の生活の様子を伝えながら和気あいあいと
汗を流しました。知念邦夫区長は「里帰りの際には立ち寄って
見てほしい。昔の生活を知るうえからも観光や教育資源として
活用できる。大きな財産として守っていきたい。」と完成した
茅葺屋を見つめ微笑みました。

葺屋衣替え
教育や観光資源に・・・

　　　光の島！
 美ら島づくりへ

茅観 葺屋衣替え
教育や観光資源に・・・

　　　光の島！
 美ら島づくりへ

茅観
『たばこのポイ捨ては
　　　　  やめましょう。』

ゆり展示棟ゆり展示棟
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満１歳

上運天　朝（あさ）くん
性別：男
生年月日：平成26年1月19日生
父：上運天　栄
母：上運天　蕗子
行政区：西江上
伊江島のあたたかい雰囲気の
中で、のびのび大きくなってね

古堅　日梛汰（ひなた）くん
性別：男
生年月日：平成26年1月7日生
父：古堅　亮
母：古堅　美由紀
行政区：阿良
やんちゃな日梛汰、健やかに育て！
生まれてきてくれてありがとう。

小那覇 萌紗（めいさ）ちゃん
性別：女
生年月日：平成26年1月1日生
父：小那覇　義知
母：小那覇　愛
行政区：東江上
うーまくー、めいちゃん。家族みんな、
めいさの笑顔にいやされてます。

古堅　春人（はると）くん
性別：男
生年月日：平成26年1月8日生
父：古堅　守
母：古堅　千春
行政区：阿良
大好きなお兄ちゃんのように優し
くたくましい男の子に成長してね

内助の功として島袋団長を長年支えてきた妻の和代
さんへそれぞれ伝達されました。島袋村長は「大規
模災害が発生した際に迅速な対応ができる自主防災
組織の結成を図ると共に、行政と消防団、地域ぐる
みの防災・減災に努め、災害に強い村づくりを目指
して、計画的に推進して参りますので、ご理解とご
協力をお願いいたします。」と告辞を述べました。

　伊江村消防団（島袋操団長）の
平成27年出初式が1月6日、改善セ
ンター駐車場で行われ、村議会議
員や各区長、役場職員らが出席し
ました。団員の任免では28年間消防団として活動
し、川平分団長として分団を率いた金城秀敏さんが
退団しました。金城さんには長年にわたる消防活動
に尽力したとして村消防功労章が島袋秀幸村長から
手渡されました。新団員には金城さんの長男の卓也
さんが入団、新分団長には蔵下明さんが昇任しまし
た。表彰の部では沖縄県消防協会勤続章として、玉
城盛栄副団長をはじめとする10名、沖縄県消防協会

　　昨年７月にスタートした役場職員の健康増進
企画「ダイエットチャレンジャー」が去る12月22
日に５か月間の挑戦を終え最終結果を発表しまし
た。62名が参加し、全体でなんと114キロの減量
（一人あたり1.8キロ）という予期せぬ結果とな
りました。個人の１位は、９キロ減量に成功し、
上位10位までは５キロ減量と短期間でも目覚まし
い成果がでました。今年も１月からスタートしま
す。職場、行政区、団体でも取り組んで村ぐるみ
で１キロヘラスを実践しましょう！

役場「ダイエットチャレンジャー」結果発表役場「ダイエットチャレンジャー」結果発表

　平成27年伊江村新年交歓会（主催・村、ＪＡ伊江支
店、伊江漁協）が1月5日、改善センターホールにて開催
され、村内外の各種団体代表や郷友会関係者ら約180
人が出席し、年始の交流をはかりました。島袋秀幸村
長は昨年を振り返り「まさに選択の年でありました。
県知事選挙、衆議院議員総選挙（小選挙区）では辺野古
移設反対を唱える候補者が当選し県民の民意がしめ
されました。いずれにせよこの問題が解決に向け進む
ことを願います。私としても互いに支え合い、豊かな
気持ちで暮らし続けられる村づくりに向け全身全霊

で邁進する決意を一層強くしているところでありま
す」と年頭のあいさつを行いました。
鏡開きでは、島袋村長をはじめとする主催団体代表者
らが「かりーっ！」の掛け声で木槌を勢いよく振り下
ろすと会場は拍手に包まれました。26年度役場新採用
職員らの紹介や、各団体長による乾杯のあいさつもあ
り、会場は新春の和やかな雰囲気に包まれました。

消防出初式消防出初式

新年交歓会新年交歓会

 チーム 人数 減量体重 平均減 ＢＭＩ

1 公営企業課 4 -21.6 -5.4 -1.82

2 住民課 5 -18.6 -3.7 -1.27

3 村長・副村長・政策室・議会 7 -19.4 -2.8 -1.01

4 農林水産課 14 -26.7 -1.9 -0.65

5 総務課 5 -9.1 -1.8 -0.63

6 商工観光課 8 -13.5 -1.7 -0.56

7 教育委員会 11 -7.4 -0.7 -0.22

8 福祉保健課 3 0.4 0.1 0.09

9 建設課 5 1.6 0.3 0.1

 合計/平均 62 -114.3 -1.8

　　第12回沖縄県小学校対抗ゴルフ

大会と第15回沖縄県中学校対抗ゴ

ルフ大会が昨年11月に沖縄カントリ

ークラブで開催され、伊江小から2チ

ーム、伊江中から1チームが出場しま

した。この大会は学生と教職員各1名

がチームを組み、2人の合計スコアで

争われます。伊江小Aチームは大城

純一郎君、上間洋介先生、Bチームは

屋嘉比翔君、宮城潤先生、伊江中チ

ームは長嶺勝斗君、上間久仁教育指

導主事のチームが出場し練習の成果

を発揮しました。結果伊江小Aチーム

が3位入賞と健闘しました。

ハイビスカスゴルフハイビスカスゴルフ
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満１歳

上運天　朝（あさ）くん
性別：男
生年月日：平成26年1月19日生
父：上運天　栄
母：上運天　蕗子
行政区：西江上
伊江島のあたたかい雰囲気の
中で、のびのび大きくなってね

古堅　日梛汰（ひなた）くん
性別：男
生年月日：平成26年1月7日生
父：古堅　亮
母：古堅　美由紀
行政区：阿良
やんちゃな日梛汰、健やかに育て！
生まれてきてくれてありがとう。

小那覇 萌紗（めいさ）ちゃん
性別：女
生年月日：平成26年1月1日生
父：小那覇　義知
母：小那覇　愛
行政区：東江上
うーまくー、めいちゃん。家族みんな、
めいさの笑顔にいやされてます。

古堅　春人（はると）くん
性別：男
生年月日：平成26年1月8日生
父：古堅　守
母：古堅　千春
行政区：阿良
大好きなお兄ちゃんのように優し
くたくましい男の子に成長してね

内助の功として島袋団長を長年支えてきた妻の和代
さんへそれぞれ伝達されました。島袋村長は「大規
模災害が発生した際に迅速な対応ができる自主防災
組織の結成を図ると共に、行政と消防団、地域ぐる
みの防災・減災に努め、災害に強い村づくりを目指
して、計画的に推進して参りますので、ご理解とご
協力をお願いいたします。」と告辞を述べました。

　伊江村消防団（島袋操団長）の
平成27年出初式が1月6日、改善セ
ンター駐車場で行われ、村議会議
員や各区長、役場職員らが出席し
ました。団員の任免では28年間消防団として活動
し、川平分団長として分団を率いた金城秀敏さんが
退団しました。金城さんには長年にわたる消防活動
に尽力したとして村消防功労章が島袋秀幸村長から
手渡されました。新団員には金城さんの長男の卓也
さんが入団、新分団長には蔵下明さんが昇任しまし
た。表彰の部では沖縄県消防協会勤続章として、玉
城盛栄副団長をはじめとする10名、沖縄県消防協会

　　昨年７月にスタートした役場職員の健康増進
企画「ダイエットチャレンジャー」が去る12月22
日に５か月間の挑戦を終え最終結果を発表しまし
た。62名が参加し、全体でなんと114キロの減量
（一人あたり1.8キロ）という予期せぬ結果とな
りました。個人の１位は、９キロ減量に成功し、
上位10位までは５キロ減量と短期間でも目覚まし
い成果がでました。今年も１月からスタートしま
す。職場、行政区、団体でも取り組んで村ぐるみ
で１キロヘラスを実践しましょう！

役場「ダイエットチャレンジャー」結果発表役場「ダイエットチャレンジャー」結果発表

　平成27年伊江村新年交歓会（主催・村、ＪＡ伊江支
店、伊江漁協）が1月5日、改善センターホールにて開催
され、村内外の各種団体代表や郷友会関係者ら約180
人が出席し、年始の交流をはかりました。島袋秀幸村
長は昨年を振り返り「まさに選択の年でありました。
県知事選挙、衆議院議員総選挙（小選挙区）では辺野古
移設反対を唱える候補者が当選し県民の民意がしめ
されました。いずれにせよこの問題が解決に向け進む
ことを願います。私としても互いに支え合い、豊かな
気持ちで暮らし続けられる村づくりに向け全身全霊

で邁進する決意を一層強くしているところでありま
す」と年頭のあいさつを行いました。
鏡開きでは、島袋村長をはじめとする主催団体代表者
らが「かりーっ！」の掛け声で木槌を勢いよく振り下
ろすと会場は拍手に包まれました。26年度役場新採用
職員らの紹介や、各団体長による乾杯のあいさつもあ
り、会場は新春の和やかな雰囲気に包まれました。

消防出初式消防出初式

新年交歓会新年交歓会

 チーム 人数 減量体重 平均減 ＢＭＩ

1 公営企業課 4 -21.6 -5.4 -1.82

2 住民課 5 -18.6 -3.7 -1.27

3 村長・副村長・政策室・議会 7 -19.4 -2.8 -1.01

4 農林水産課 14 -26.7 -1.9 -0.65

5 総務課 5 -9.1 -1.8 -0.63

6 商工観光課 8 -13.5 -1.7 -0.56

7 教育委員会 11 -7.4 -0.7 -0.22

8 福祉保健課 3 0.4 0.1 0.09

9 建設課 5 1.6 0.3 0.1

 合計/平均 62 -114.3 -1.8

　　第12回沖縄県小学校対抗ゴルフ

大会と第15回沖縄県中学校対抗ゴ

ルフ大会が昨年11月に沖縄カントリ

ークラブで開催され、伊江小から2チ

ーム、伊江中から1チームが出場しま

した。この大会は学生と教職員各1名

がチームを組み、2人の合計スコアで

争われます。伊江小Aチームは大城

純一郎君、上間洋介先生、Bチームは

屋嘉比翔君、宮城潤先生、伊江中チ

ームは長嶺勝斗君、上間久仁教育指

導主事のチームが出場し練習の成果

を発揮しました。結果伊江小Aチーム

が3位入賞と健闘しました。
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